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ICAS連携研究成果報告1

　ゼ
　1はじめに
■’Lコンゴ鮒・基礎条件

　i　I．コンゴの農村政策前史

　1

皿．PDRの目標と成果

痒．農村社会の論理と変容

結びにかえて

l
l
j

は　じ　め　に

　　　農村開発とは、特に1970年代以降、それまでのマクロ軽済計画中心の途≒国開発に

　　対する批髄背景に拙した鵬である・この聯の特徴は・そ搾での農村近代イヒ

　　蘇織長齢重視しやだ魚油そ・．－分酋己弱め蒋を強謝る．ζと。ごある右．．例だ

　　嵐鎌の応化とい？畜産拡大の方策よりも濃村居賭全体を視野に入れ・彼．．

　　らの貧困軽減に重点を置く。所得や雇用における不平等、あるいは公共財や公共的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　サギ・へ9アクセスにおける秤等の緩弘通．じて・者肺ゆ格差あるい｝ま謝内・

　　の格差を是正しようとするりである1）。

、・． EHNアカ」・哲ど姉様・賑より．ち分配を重視す碓村開発応え方1ま＼1970．

　　年代の思想潮流から影響を受けている。そ．して80年代に入り、成長に重きを置く経済．

　　舳蟻冒頭す敬舛て濃村開発は政策的翫ll頁位を下げてレ｝・た織りやけ．

　　経済危機が長期的に継続する．アフリカ2工諸国では、機村開発に割かれる予算は減少．

　　し、農業や農村に関しては構造調整政策などマクロ経済政策の影響が強まっていった。

　　しかし、思想潮流の変遷をひ．とまず置けば、今日でも農村開発が重要な政策的意義を

　　有すること．に変わりはない。マクロ経済政策だけでは、農村の貧困問題解決は期待し．

　　にくいからであるg現在多くの途上国では財政的余裕のない政府に代わってNGOが

　　農村開発に重要な役割を演じているが、農村開発への社会的要請は今日なお非常1『強

　　い。

　　　ところで、アブリカにおける過去の農村開発を振り返ると、所期の自的を達庫でき

　　なかっ．たと評領される事例が多いごとに気がつくbナイジェ．リアの大規模灌概計画や

　　タンザニアのウジャマー村計画などそめ種の事例は枚挙に暇がない3｝。そして．こうし

　　た開発政箪の「失敗」の原因とし．て、政策担当者の意図ど農村社会め論理との蜘鱈力1

　　指摘されてきた。開発政策が農村社会の実態に適合しなかったために、所期の目的を・

1）Haπiss（1982），pp．15－34．

2）アフリカという場合、本稿ではサハラ以南のアフリカ諸国を指す。
3）室井義雄（1987）、吉田昌夫（1989）などを参照。
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達成できなかったという見方である。筆者もまたこめ視角に基本的に賛同する者であ

るが、「農村社会の実態」とい．う点についてもう少し踏み込んで検討する必肇がある

拷えている・従来の聯では・．隈羊搬」糟やもすれば醗的に捉えられてき

たのではないかと思われるからである。

　例えば、本稿で取り上げる中部アフリカのコンゴ共和国（ゴンゴ・ブラザヴィノセジ

燗9ては・．鮒醗と鮒社会の画才応1こついての駄た先行研究｝［凋eux　1987］）

が存在する。この研究は、人類学的手法を用いてコ．ンゴ南部プー．ル（PooD州に居住す

る部族スンディ（Soundi）の実態調査を実施し、彼らゐ社会が農村開発政策に対してど

のように凹したかを四二たものである・．齢的に魎中二二．≧物件今鯵．

いては・口細土地制度を中核とする血榊堕罪継の二酉弓的な繹にを・てお

り・耶蘇が全てそ噌理！こ沿・て解釈さ抑ことに「失敗」の原因を求めている・

　とれは重要な指摘である6後述するように、ゴンゴ農村社会ではいわゆる共同体が．

中心的役割を担う伝統的土地制度が現在も．なお強固に存在しており．、人々め行動に大

きな影響を与えているからである。レかしながら、彼がスンディ社会の「論理」とし

て血縁原理を強調するとき、それが経済合理性とは無縁の静的な農村社会であるかの

ごとき印象をわれわれに与える。ゴンゴの農村を知る者は誰も、こうした農村・農民

豫に醤憾酬えるであろうrそ『でわゆれ騨い印象を領るのは・‘市場向け’

キャッサバ製吊g高明に精を出し、プラザヴでルまで自分の農産物を販売に出印く商

売熱心な農民の姿なのである。このように急速に変容しづρある農村の現段階を捉え、

．そこでめ農民たちの行動を理解するための枠組みを模索することが、本稿における筆

者の課題である。

　以下では．コンゴ農村に関する情報が乏しいことを考慮し、．第．エ節で『ンゴ塵村に

関する基礎的条件を説明した後、第1節と第四節でコンゴにおける農村政策の変遷とヤ．

唯一の農村引回とも言える「プール州農村開発計画（Pr（オαde　D610ppe｝nenε皐血ral　du

P・・1：以下PDRと略記する）」の内容と評価について論じ・．農欄発力ジェクトに

対す膿即対応を馴しτ抽出する・その上で郷節において鯖が実施した実態

調査に依拠しながら、前節で抽出した農民の反応が今日におけるコンゴ農村の変容と

いう文脈でいかに解釈できるのかを考察する．こととしたい。

．1．、コンゴ農村の基礎条件．

中部アフリカに位置するコンゴは、国土面積34万2，400平方キロメートル、総人口200’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　105
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JCAS連携研究成果報告1

万人強の人口希薄国である4｝。この全体的に希薄な人口は、さらに卑土の特定地域に．

偏在している。．まず首都ブラザヴィル（Brazzaville＝人口66万人）、と港湾都市ポウン

ト・ノワール（Pointe－Noire：人目33万入）に全人口の47％が居住し、都市人口比率は

53％に遷すゲ）。こ燕はアフリカでは最も高ヤ・水準と言えようbまた、南部地球に人

口が集中していることも特徽的で、総人口の8割以上が南部の諸州および諸都市に居

住する6）。本論で考察め対象とするプール（Po61）少卜1の入口は1988年の段階で約20万．

人と推計されている。ぐの面積が3万5，000平方キロメートルだから7，、人口密度は

現在でも1平方キロメートル南たり6人程度に過ぎない。、

．．葱輪姦に‘ま全土が降雨量1，200～2，200ミリの範甲に犀し、1南部は四季と肇季の区分

がは・きり㌣轡シチ素面蔀回れ搬昧螺鞭欄脚あるblゴ・旧地．．
の西側に位置し、．全土が概ね標高200～600メニトル程度の台地であるため、年三回気

　　　　　　　　　　　　　　ぼ　　　　　　　　温は25℃醸で璋レているρただし・乾季は雨季より一二低い・．植生についτは・．

k部地域は広大なアフリカ中部熱　　　．　．第1図：コンゴ行政区分図

帯広葉樹林に含まれ1北東部は湿

　地帯でスワンプ林を形成している。．

　レクム（L6k6unlou）州やニアリ

　（Niar｛）州の一部にも熱帯広葉樹

　林は存在するが、プール富めほと．

　＝んどはサバンナ地帯であるく第1

　図参照）。

・． ｱうした条件の下、小農を主た

碑呼と鯵諜が年で騨．
　している5アフリカの多くの地域

　ζ．同様・．コンゴでも農村階層分化

　は進んでいない。地主・小作関係．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タイル州
　は発達せず、家族労働力に依存す

　る小農が農業生産の主力となって．

　いる。1990年の農業センサスによ

1．

そア1川．砂ム州

ブエンザ｛

サンが州

キューヴェット州

プラトー州

プール州

リクアラ州・

0　　50　100　正50200km

4）R6publique　Populaire　du　Congo（出版年不明），p．7．

5）・鳳でゆmmun・・”の繍・鋤られてヤ・る都市人口の総人自に村する割合として算出、

　した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　．
6）プラトー（Plat』aux）、キューヴェッ・ト（Cuveto診）、サンガ（Sanga）、リクアラ（Li如uala）の

　4州を北部として計算した。
7）Vennetier（1977），p．．52．
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れば、農業経営主体の89．6％が経営地1ヘクタール未満であった8｝。一般的に、土地

古取の主体はリネッジ（血縁集団）や村落などのいわゆる共同体であり、その長が土

地配分権を持つ。ただし、配分された土地に対する作付けは農民飼人の意思に委ねら

れており、共同体による作付け規制はない。これうの土地は相続が可能であるが、共

同体の都外者に対する売却に通常行われない。

　農業経営につV｝て具体的に述べる。．栽培作物の中心はキャッサバである。キャッサ

バはコンゴ全域における主食であり、コンゴ農業で圧倒的な重要性を有している。第

1表に、主要作物の州別生産量を示す。どの地域でもキャッサバ生産が突出して大き

い．こ．と．が明白．である。．．．コ．「ヒニなど輸出臨け農産柳生庫1ヰ豫ダ．たやも．gであるが、

キャッザバは農民にとって：自給用作物で菊る．とともに、市場向けの三三作物として最

大の現金稼得源になっているgl。他方、農業経営における畜産の重要性は侭い。第2

表に、農業経営体あたりの家畜頭数を示す。家禽について過小評価されている感があ

第1表：コンゴにおける主要農産物の蛸別生産量
’　（単位1トン）

作物． ニアり州．レクム州ブエンザ州プール州プラ．トー州キューヴェフ剛サンが州 合計

キャッサバ 49，997　　　24，884〆　134，167　　220、072　　　45，176　　　52，705　　　10，683 ．537，684

落花生 2；734　　　　2，736　　　　9，855　　　　2，147　　　　2，805　　　　　　64　　　　1，520 21，861

トウモロコシ 一307　　　　　　－　　　　　　290．　　　　6281　　　　337　』　　玉，151　　　　　590 3，303

．バナナP 10，516　　　　5，440　　　　2，484　　　．1，440　　　　　540　　　　2，640．　　　6，420 29，480

米 131．　　　　408　「　　　　　9　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　385　　　　　　一
933

インゲン 263　　　　　　．68　　　　　　231　　　　　　　一　　　　　・　68　　　　　　　一　　　　　　　．一 630

コーヒー 一　　　　　　599　　　　　　　　ユ　　　　　　　一　　　　　　．170　　　　　　　95　　　　　　　一 」　865

　出所：R6pubuliqde　du　Congo；Ministεre　de　rAgdculture♂de　l’Elevage，　R65鵡傭4θ”θη卯∂∫θ

＼　　　　　α8諺co‘θ：superficie－productiQn　1990（BrazzaviUe，1992），p．74．

　注：11生食用バナナか調理用バナナ（プランテンパナナ）かは記載されていないが．お

　　　　　そらく後者であろう。

　　　零）．．勿レ州とリタアラ州lr⑳て噸表！こ巡警れ魯な1ヤ∫

　　第2表：農業経営体あたり．の家畜飼育頭数

家畜種類 ニアリ州 レ．．クム州 ブエ．ンザ州 プール州 プラトー州 キューヴェ州 サンが州

牛． 0．04 0．00 0．26． ．0．17 0．00、 0．00 0．00

羊 ．0．エ2． ．0．04 ．0．09 0．05 0．01 0．02 0．20

山羊 0．04 0．29 0．09 0．08． 0．20 ．0．24 ．0．18

．豚 0．02 0．00 0．04 0．00 0．00． 0．OO

免 0．00 0．01 0．00 0．01 0．00 0．02r 0．00

家禽 0．83 0．55 1．23 ．1．15 0．99． 0．54 1．27

出所：R6画bulique　du　CongoデMinist6re　4e　l’Agriculture　et　de　rElevage，照臨’‘鷹飽”ε毘g戯ε

　　・卿・・．・・脚・吻6・・伽・99・（・・a・za》・ll・1992）；PP・15，82か日者計算・

注：1）タイル州とリクアラ州については原表に記載されていない。

8）Mjnistらre　de　rAgdculture　et　de　rElevage（1992），p．16。

9）詳しくは、武内進一（1996）を参照のこと。
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JCAS連携研究成果報告1

．うが、その他の家畜につい：（’は琴当な数字であろう』この地域は閉エツェバエのため．

に牛を鮪する慣習が存在し坐し・・糖を潤て一般の跡でそれほど多くの家畜．

を飼育しない。特に牛は商業的な牧場で飼育されるこ．とがほとんどであり、，第2表で

3つの州を除いて1農業経営体あたりの牛頭数が0’であるのは、これらの州にしか牧

場がないためであろう。・また漁労については、コンゴ川沿いの地域以外では専ら自給

用に限られている。

　最後に、轟村社会における伝統的共同労働について触れておこう。コンゴ農村では

共同労働はそれほど発達していないがio｝、本稿が分析の対象とするプ「ル州に居住す

る部族ス写⑱鴫階下｝傘騨三脚71瑚串？9彗騨彫．
．区別しそ・癒第・に・ンツ・ラ叶二（圃・・翻と呼ば編もので・これはグ

ループ内の労動交換である・．グル』プ外縁袋棚はむしろ友燗係によ・て形

成され、その中で農作業め必要に応じて相互に労働力を融通レあう。日本の「ゆい」

ド似た制度と言えよう。第2に、．ルヤル（勿伽）がある6ルヤルと1ま権力を意味し、

もともとは植民地期の賦役を指す言葉であったが、独立以降は国家権力の命令による

．村単位の労働提供を1こう呼ぶよう、になった。．例えば｝党や政府の指示によって実施す．

る道路9修復僻や畑での共同労騨ルタル鷹識され孝・第3に・ディ．ブンドウ

（鋤醐吻）．あういはゾラ1（zoJα）～二障ば喋るもので、教会の維持運営費を得るためめ

共同労働を指す。．コンゴではキリスト教信仰が農村レベルまで浸透しており、粗末な

造りでゆ緻会が存在す・樫多い・撫の建設槽理運営のための資金は・有志，

が共同で畑を開墾し、そこで栽培する農作物の販売収入によって賄うこ．とが普通でわ

る。De鎚uxはこれを1970年代以降に始ま」つた現寒だと指摘している6

H．ゴンゴの農村政策前史11）

　農村開発という概念が明示的に登場するのは1970年前後であるとしても1、農村近代．

化政策がそれ以前から各国でとら．れていたことは言うまでもない。’コンゴにおいても

農村璋代化政策は植民地朔から実施され℃いだ2｝r独立以降の農村開発どの関連で重

要なのは、独立前年の1959年に制定された．．「令民奉仕活動（Service　Civique）」であ

る。これは、！農村から出てきたばかりの青年を対象として2年間の職業訓練を実施し、

10）これは栽培作物の性格に影響されたものと考えら．れる。コ：ンゴで圧倒的な重要性を持つ

　キャッサバは収穫時期の一定しない根茎作物であり、共同労働を行うメリットが少ない。．．
．u）

i二等錨諜四丁畔関する記述購噸励吟限い陥㎞lou
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近代的農民として再摩農村に建着させよケという臨みであった。農村からの急激な人．

口流出に直面した政府が、都市失業者対策と農村近代化を狙って打ち出した施策と言

える。・しかしな力愈らこの政策は、都市居住者の関心を惹かず、その上独立（1960年）

や初代大統領ユールー（EYoulou）、の失脚（1963年）なごの政治的混乱のために成．

果をあげることなく終わったb　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　．この政策を引き継いだのが、1965年5月25日の制令により発足した「農村改革行動

（Aqtidh　de　R6novation　Rurale：以下ARRと略記する）」．である13｝。　A孕Rの目的は基

本的に「公民奉仕活動」のそれを引き継いでいる。すなわち都市失業者を農村に定住

．さぜるとともに、．彼らが主体と．なって組織する協同組合を通じて農村近代化を図る．と．

いうのがその基本線である』都市人口の膨張とともに若年層失業者も増加の二途を辿

り、彼らは63年のユ」ルー失脚時の都市暴動に際しても重要な役割を演じた。ARR　　、

は若年層失業者対策の一環としての性格を持っていたのである。その÷方でARRは、

辛一ル「の後任者マサ≧バ・．ぞバ（Massamba－Debat）が創課した左派政党である革命、　　　　、

国民運動（Mouvem6ρt　na面hal　de　la　r印01醐・n　l1以下MNRと略記する）の急進的若手・

グループである． v命国民運動青年部（Je血nesse　du　Mouye【月ent　national　de　la　t畔volutio比

以下JMNRと略記する）の活動と強く結びついていた141。

　JMNRは農村夕長老が支配する封建社会と認識しており》農村近代化はその打破を

，意味したと農村部へ入植する若者は協同組合村をつ．くり、．半径25ギ面忘ート．笈ﾈ丙め

居住者に対して「技術的〕政治的」経済的・および社会的」15脂導を担当することど　・

されたσ彼らは協同組含を通じて農業技術のみならず前衛界想を農民に普及すること

隔心されたのである・． 艪ｵ・、このA訟．もま跡立・た成果を南げることができ

‘なカ～うた。ゴンゴ政府は都市失業者の農村定住のために3，000万CFみフラン161乱農村’

　12）．植民地期の重要な政策としては、1937年に設立された「アフリカ入備蓄会祉（Soc16雄

、．Afdcaines　de　Pr6voyance）」がある。これは農村に新品楓新技術の導入を促進するために設

　　けられた基金で、財源と．してアフリカ人1人につき3アランの人頭税が課されたbこれに対
　　してコンゴ人は反対運動を組織し、1938ト42年にかけて．・「3フラン．戦争（Guerre　de　3

　　francs）」．と呼ばれる紛争が植民地政府との問で生じた。

　13）同時に、制令65－148によって「会民奉仕活動」の解散が命じられたゐ

．lll説畿旛纏1・小田英郎．騨）岬卿（11931などを参員旦9三と．

　16）CFAフランはコンゴなど旧フランス領アフリカ諸国の通貨単位。旧フランス領アフリカ

　　諸国では、独立以降も．自国通貨であるCFAフランとフランスフランとの固定比率による交．
　　換レートが継続され、1フランスフラン課α5CFA．フランという1948年に殺定された比率が

　　1994年まで維持された（ただし、195＄年に実施されたフランスフランのデノミネ戸ションめ

　　結果、名目交換比率は1フランスフラン＝50CFAフランとなった）。1994年↓月にCFAフ
　　ランが切り下げられ1、コモロを除いて、交換比率は1フランスフラン；100CFAフランに変

　　総㍉響1蹴騰驚野貨レー1を喬｝照1968年の年平均対ドルレート・
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JCAs連携研究成果報告1

　　　近代化のために1億5，000万CFAフランという資金を．拠出したが、発足後3年を経た

　　　1968年においてもわずか15の協同組合村しか存在していなかった。

　　　　コンゴ政府は国際機関にARRのための資金援助を要請したが、　ILOやFAOの専門

　　　家は緯じ’ζζの計画に冷濠だった。それなあまりに政治的で漁り、りスクも高いと判、

」　　断さμたのである。ARRを含めてそれまでのコンゴの農村政策｝瓜都市居住者の入

　　　植を通じた近代化政策であり｝結局のところ政策の力点は都市失業者対策にあった。

　　　これに対し国際機関の専門家は、当時台頭しつつあった農村開発の悪想潮流に立脚し

　　、・て、コン．ゴ崇民を主体．とする開発計画を求めたのである。

　　　．ARRを引き継いで1970年代における農村開発の中心とな6たのがPDR（プール州

　　　農村開発計画）・である些7｝。PDRは小農を主たる対象としな農村開発計画であり、．プ㍗

　　　ル州がその中心的なパイロラ下地区とさ．れた18）。ILOが計画を立案し、　UNDPが出資

　　　する形でig70年9月にコンゴ政府との間で協定が結ばれ、コンゴ側は農村開発水資源

　　　森林省（Minist6re　du　D6ve1Qppe皿ent　Rural，　charg6・des．Eaux　et　For6t）．が計画の受け皿

　　　となったま9｝。

血．PDR　4）目標と成果

　コンゴ政府は、論RRの資金援助を要請．した当時、大規模な機械化を中心とする農

業近代化諦を鱒・置いて・、た・し冷し嘩機御下1それに艶を示したことlrよ

り、．機械化の方向性は断念ざれ、ぐれに代わって農民の技術および労働条件の改善と

い．う視点が強調されるようになる。　　．　、

当初雛さ纏協定謝r蜘細P畔塗の劫な部門の膿腫屈して略
すなわち、農民め収入増加を目的とする読菜、米、．タバコなどの換金作物生産、．トウ

．1

；浅

．｛i

I．；

団
lii

ili

摺
11

1i

田1

17）．19マ0年代以降コンゴ政府は国営農場建設を進める。これも農村開発に含める考え方もあろ

　うが、本稿では「はじめに」で述尽たような観点で農村開発を捉えており、国営農場につい
　ては扱わない。農業部門における国営農場の寄与率は7Q年代には米、ト’ウモロコシ、朝菜な

　どで高かったが、80年代に入ると急速に低下．し、同時に経営が悪化して多くは事実上活動を

　停止した。国営企業の寄与率については、Nguyen　Tie血Hung（1987），　p．98、70年代末の各企

　業の財務状況について！ま、iりid，　p．202を参照のこと。この表によれば、25の農林業関係国営

　企業のうち黒字．を計上しているのはわずか2企業に過ぎない。．国営農場の活動については、

　Guichaoua（1989）、第4章にも記述があるbまた80年冬末、国営農場に関するコンゴ政府の
　厳しい評価は、Minist6re　du　D6veloppement．Rura且（ユ987）に見るこ「とができる。

18）PDRの対象地域はプール州全域（ただレ3つの県を除く）およびプラトー（Plateaux）州
　レカナ．（L6kana）．県のククヤ．（Koukouya）台地であった。．

19）ただし、計画省（Minist色re　du、　Plan）との間で役割分担が明確で博く、プロジェクト遂行

　に問題を残した。
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武内　　コンゴの農村開発

　　．．モロコシやソルガムなど”）飼料作物生産、家禽、豚、．山羊≦．羊などの小家畜生産．養

　　殖池を利用し牟漁業、そして疏菜生牽である。これらg部門1まいずれも小農によって

　　担われるものであり、．彼らの農果技術改善がPDR．の車たう課題とされたρ

　　　．儂の技術聴を二手組み≒して・翻協同一十・…p・men・p・・…9・・a・if・．

　　以下GPと略記す為）が創設された。　GPは7入以上の豊民から構成され、週に1～2

　　回共同で作業輌・た・協同齢の前段階の撒と位置づけられてはいたが・GP自

　　．．体を｝種酢關合と町よい・G・・ま・DR・対し下「最低・・・…．ラン」の上納金

　　支払いを義務づけられており、ゆRによる支鐸はGPを単倖≧して実施された。支援

．の噛し仁山即燦聯！随噸笏子午㌃離＼．初等縮
　　女性に対する教育、そして小農向け融資活動の実施な．どであった二．融資は短期．（半年．

　　～、1年）および中期（2年）ρ貸付が1974年から実施され、．卸年度には4万ドルがこ

　　れに充当された。．．．

　　　発足当初、PDRが目指した農業発展のシナリ1オは、　qpすなわち協同組合組織を通

　　じた小農への近代的技術普及であった。そしてGPの数や加入人数で見る限り、農民

　　の組織｛ヒはあ確離んだと言える・第2図｝まユ97ユ～79年の9・岱の加入緻の年移

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　を示したもρである・こ脚達9問に加入人数が順調に伸びていることがわかる，こ．

　　の間GPφ数もh年の9から79年の168昏と拡大を続けているρ特筆すべ．き！ま女性抑

、　　　　　　　　　　　　　　第2図lGPへの加入人数推移　　　　　　、

　　　　　　ぐOOO．

亀50争．
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特定されていないが、1

1979年の人ロセンサズ

の後、80年頃に実施さ

．．

黷ｽものであろう。ま

ず、．ンケンゲ（N・Ke応

gue）村のOPについて

である。ンケンゲ村の

人口ば54名とこの地域

でも少ない方だが、．そ

のうち25名．．（男性11名、．．

女性14名）がdpに加

入しており、その平均

年齢は56歳と高い。GP

JCAS連携研究成果報告1

入者の増嵩で、当初は男性加入者が女性を大きく上回っていたが、70年代後半になる

と雄の数が急増し・79年1・｝ま遂に逆隔ている20’・・9醐のプー・レ州の畑が20

万人以下であることを考えれば、GPはプール州全域で組織されたと見てよいで南ろ

う。GPが急速に広まった理由は、「科学的社会主義」に．立脚するコンゴ政府がイデ

オロギー的見地からこの運動を積極的に推進したことも「因であろうが、そ九以上に

プール州の諸社会にこれを受け入れやずい素地があったことを指摘すべきであろう。．

GPの活動とは、週に1回程度共同の畑で作業するというものだが、第主節でスンディ

について述べたように、プール州に居住する諦部族においては従来から幾つかのタイ

プφ共同労働職誉れτ・樹r吐や・畔八一無く嗣r三思魁苑．

たと考えられる。　　1．　　　　　　，

　ここで、プール州ルモ（Lou血。）郡21｝におけるGPρ活動を実態調査．した．［N’ka正oulou

1984］に従うて、2つのGPの活動内容を具体的に見てみよう。ルモ郡はザイール

．国墳に近い遠隔地で悟るが、そ②位置に？いては第3図を参縣さμたい。調査時期は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3図．プ「ル州行政区分図

　　ヴィンザ

　　ロ
キンダンバマキマ．

ミン．ド、ウリ

　o

生．・→ル

郡

キンカラ

　o
　　
ルイン

リ

ボコ

　　　霧

ンゴマ・ツエツェ
。

．ブラ．ザヴィル

0

ンガベ。

令，

マチと
呼ばれる地域．

30　　60k症i

凡例：o県（distrit）の行政的中心地

　　●郡（PC．A）の行政的中心地．．

20）N’kaloμIQu（1984），p．181。これは1979牟12月18－22日にキンカラ（Kinkala）で開催された

　セミナーへの提出論文からの引用である。他方、Nguyen　Tien　Hung（1987），p．ユ55には、　FAO

　／UNDセ／コ．ンゴ政府の資料として同時期のGP数および加入人数の推移が示されている。両

　者の数に多少の差異はあるが、．GPの数が一貫して拡大していることや当初男性に比べて少
　rなかっ．た女性加入者数が70年代後半に急速に増加していることなどめ特徴は同じである。

21）ゴンゴの地方行政単位は、州（R6gion）一県（Distdct）一郡（PQste　du　Contr61e　Adminis鰍if）と

　区分されるσ郡ば県内の農村地域行政を担当する。なお都市（Commune）．は州々ら独立’し

　た行政単位である。
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武内　．コンゴの農村開発

．での活動日は毎週木曜日である22，。GPに加入するには1，000フ、ランの分担金および工，0

00フランの加入証作成費を略取される。ま準GP活動に欠席が多レ｝際には400フラン

の罰金を支払わねばならない。Gp活動へは各自力1自分め農具（鍬と≠ターマシェッ

トー）を持参する。ンケンゲ村のGPは19ケ5年間創設されたが、その当時は疏菜生産

が活動の中心であった。しかし、流通手段がないために隼産した疏菜を市場で販売す

ることができず、現在ではキャジサバ生産のみをGPの活動として行っている。キャッ

ザバはイモを水にさらして毒厭きをしたピケディ（bi琴edi）の琿態に加工し231、乞週

間に1度村に来る民間商人に販売している。ンケンゲ村のGP加入者は、　PD只から十

頒宰嘩得や埜ζ孝解脇・・？鐸以来・近代糖齢継豚養鶏）
実施の補即を要請しているが何の返答もなく・ぞゐ二方で玲78年たはナタ8丁・．．鍬8

’本、斧3本、熊手2本、手押し車1台が噌方的に送られてきて、その代金（47，607フ

ラン）．．は年率8％の3年融資だと後に通告された6これらの農具1ま既に持？．ていたも

のば拍・りだと弩りの声が上がっている。研修事業につV・ても、GPから1名がPDR本．
　　　　　　　　　　　　　　　
部で平週間の研修を受けて「指導員」（encad刷r＞となつなが、農業に関する知識は他

「の村人と大差ない…が熱し諮金嘩途は諸調画されたよう三業糖・子

は向かってゆ・・齢した齪に生瀬として貸し鮒られたり噺御祭りなど．

共通のリクリエーションの費用と宴て利用されている。．　　、

　．次にンサカ（N’saka）．村ρGP　Iこつ㌣てg）報告を要約する。ンサカ村の人pは133

人、うちやはり25名． ｪGPに加入し（男性11名、女性14名）1その平均年齢は44歳で

ある・・ンサカ村のρPもン．ケン燭暢食とよく似燗題を撒ている・1977年に創

設された当初は蘇蛙を．中心に活動を乙舳ものの・．競面の罷が角皐決さ．れず・

その翌年に瞭塾図鶏てキ・ヅサバ（ピケ7・陸産細り獣た・ピケディは

つく．・てから醐問保存可能であり・たま鮒にや・てく．無間商呑を通じ・出荷プ

れば十分である。ンサ引引のGPもまた養豚事業のたφめ資金融資を設立以来PDR

に要請し続けているが、何の返答もない。79年には、斧5本、鍬5本、ナタ10丁、熊

手3．本、手押し車2台の贈与を受けて喜んだのも束の間紀3．ヶ月後にそれらは3年の

融資だと通告された1市場で購入した方が安かったと．人々は憤慨している。ピケディ

22）一週間の労働は次のように決められている。月曜日は個人の仕事、火曜日はディブンドゥ、

　．水曜日はルヤル、木曜．日はGP、金曜日と土曜日は個人の仕事．日曜臼は休日。
23）コンゴにおけ．るキャヅサバの主要な流通形態にはシクワング（chikwangue）、フフ（foμ∬ou）、

　ピケディの3つがある。シクワングはキャッサバめ押倒質を抽出し、それを蒸かしたもので

　そのまま食べられる。フフはイモを小片’に切り分けて乾燥させたもので、粉にした後に熱湯
　を加えて画粥状にして食する。ピケディは中間財であり、ブラザヴィルで生産されるシクワ

　ングの原料になる。

｝

．瑞
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販売による収入はこのGPにおいても生産的投資には向かっていない。こうした資金

はやはり．GP加入者の間で生活資金として消費されている。　　　．

　2つの事例が示すように、G戸の組織イヒは進んでも、その活動内容は所期の意図か

ら逸脱する場合が目立っている。当初熱心に取り組まれた疏菜生産は次第に放棄され

たし、米や飼料作物、そして畜産や二丁旧業についてはほとんど見るべき成果が上が

らなかっ．た。PDR自体【ま、1980年代後半にコンゴが深刻な経済危機に陥る．とともに、

資金不足を理由として事実上打ち切られ、それとともにGPも多く，が休眠状態となっ

た鋤。このよう．にPDRは失敗した、あるいは少なくとも所期の自的を達成できなかっ

．たと総括して間違いない。　『　’．

　次に、PDRが所期の目的から逸脱した理由について・．より詳しく検討し副い。多

くの・・で韓生産轍濁れた理由．は流弾の鰐であ・な・輝したよう…

．つのGPにおける実態調査では、いずれも設立当初は疏菜隼産が試みられたが、ブラ

ザヴゴルへの出荷の問題から生産を雄棄せざるを得なかったことが指摘されている。

．品質が劣化しやす鼻疏菜（ρ場合、市場までの迅速な輸送が商品化の必須条件であるが、

Pb良はこの点に十分配慮．し℃いなかったからである。コ．ンゴ政府はユ977年に農産物

流通公社（0撫d・C・五加・e・Vi・・i6・e・：．以下OCVと噛する）聯立←たカい．㍗

ク台数不足のために集荷は進まなかった。農村部では結局民間の運輸業者による輸送

に慰した堺この場合当然ながら鞭地ほ蹄訪する蝶が即し註鮮餓品で
ある疏菜出荷には不利どなった。ブラザヴィルから遠いルモ郡のGPが、疏菜を放棄

七て日持ち．するピケぞイ生産へとシフトしたのは、この点で合財的な選択だった25｝。

、他方、［D鋤euxエ9町：138］は、協同組合事業がうまぐ進まなかった原因の一つと

して伝統的出撃制度g）存在を南げてヤ・る。開封体力『土坤に対する最終的な権利を有←、

かρそ．のチーフが土地分配権を持つというスシディの土地制度の下で、．水年性作物

を極鮒たり瀦勅ために池を掘ると㊥GPめ醐は複雑な問題を惹起した・

伝統的土地制度においては、「ある者が永年冬作物を植え付けたり土木工事を実施すれ

ば、．その土地に対する用益権を事実上恒久化できるからである。したがってGPがこ

24）筆者が調査した後述のB村では80年目半ばまでGPが活動していたよう、だが、資金横領事

　件を発端として活動を停止していた。
25）こうしたシフトがルモ郡にとどまらなかったことはDe寧ux（1987）lpp，136－137も指摘し．

　ているが盲撃1図た示．したGP加入者の性比の変化はそ’の点を間接的に示している。70年に

　PDRが発足した直後、　GP加入者は男性が女性を大きく上回．っている。典型的な換金作物で

　ある四丁は、性別分業が存在するコンゴにおいては主として男性が栽培する。この時期GP
　の活動は疏菜生産が中心的位置を占め、．それが加入者の性比に反映されたのである。その後、
　女性加入者が増加に転じるが、これ1ま疏菜生産が放棄きれ活動の中心がキャッサバ生産に移．

　行した時期に重なる。食糧作物の代豪であるキャッサバ栽培は従来二品の仕事であった6
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　　　　．うした事業を．実施しようとすれば、その土地の用益権保有者は自分の土地を．GPに奪

　　　　’われることを恐れ、L方GP側はその土地の痢益権保有者が土地に対する権利．を盾に

　　　　事業め蘇（岬生恥犠馳の魚）への権利を搬する弔とを馳するとレ、う事

　　　　態が生じる。ζれはGPの活動への大きな障害≧なった。．

　　　　　　また、．こうした土地制魔が存在するために、GPのり、一ダ憎には土地分配権保有者

　　　　が就任することが普通だった。GPの事業地をできる葎けスム．一ズに獲得するためで

　　　　　ある。つま．り、農村における伝統的な権力者が、GPと〉・う農村開発プロジェク．トに1

　　　　おいて．もリーダ」シップを取ることになったのである。GP加入者の平均年齢の高さ

　　　　．からも示され1る，ように贈ρ嘩1甲州蹄細雪醗砂州，．そ朗即．

　　　　運営を蘇の社会秩序を甦産する方向で行う悔向が騨だ・た・説きば・．・・濁．

　　　　辮た資金膿業部門に再投資きれるこζなく・従来の「講」で集められた資金岬

　　　　様、死者を弔う祭りの費用に充てられるなど乱．主として消費目的の貸し付けや共同の1

　　　　　リクリエーションに利用された26）。

　　　　　　とのタうに・PDRが所塀の自評を達成することができなかった理由として・狩に

　　　　．四面に関する聯の不備や土地制度をはじめとする伝統的社会櫛碓辮指糊す．

　　　　　る．≒とカぎできよう。

　　’　とζろで・この2つの露国は揮にホ濁するベクトルを持つ・すなわち・第1の理

　　　　　由（樋面の問題）が帯するのは蘇そのものの燭であり・騨の目的燵成でき

し　なか？たのは政策に櫛合理性が欠轟≠ていたためであ・た・他方・、第2の理劇伝統

　　　　　的社会秩序〉‘は、政策そあものには合理1生があったとしても、地域固有の社会的要因1

　　　　への配慮を欠けば目的炉達成できないことを示している。前者が強調するのは経済圏

　　　　理的な農民像であg、．・．後者が提示するのは経済合理隼よりも坤域固育の暗転を早年す．

　　　　．膿購嫡る』こ卜う．に現矛盾す膿購は・．綿の・ンゴ鮒社会と癖枠

　　　　組みの．なかでいかに理解されるべきも．のであろうか。この点につや・て次節で考察する。

IV．農村社会の論理と変容

　前節では、農村開発ζの関連で問題と．なったプール州農村社会の性格氏すなわち農

産物流通をめぐる農民の経済合理的対応と伝統的土地制度の栓桔一を抽出したが、本

26）「講」の存在はアフリカでもごく一般的に見られる。Desjeux（1987），．p．139は、　PDRの短

　期融資プロジェクトが比較的成功した理由として、従来の講のシステ4を．踏襲したことをあ

　！デている・ただレス・デ・社会に劇け備蝿榊システムに関する詳細な記瑚ない・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　115
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JCAS連携研究成果報告1

節では実態調査面からその問題鳶考察したい。筆者は19％～94年にか｝ナてコンゴにお

いて農産物流通お．よび農村実態調査を実施したが、その調査結果から上記の2つの問

題について何が言えるかを考える27＞。．

　まず、筆者が実施したキャッサバ流通に関する調査について概説する。コーヒーや・

ココアなどの輸出向け作物生産が発展していないコンゴでは、食糧作物販売が農民の

主下る慨源になっているが・．なかでもキ・・サバは多くの農樽域における最腫

要な換金作物である。先述したように、キャッサバはコジゴの主食であ．り最大の食糧

作物だが、急激な都市化にと．もない商品としての需要が激増し、それに対応して小農

による生産が広範囲で増大したのである。第4図．にブラザヴィル向けのキャッサバ製

品（シタワング、フフ，ピケディ）出荷量を県別に示するこ；ではブラザヴィルのら．．

つの主要女キャッサバ製品集荷地に対する出荷章を出荷地心に示してあろ。それらは、

トラ閉ク輸送の集荷地であるタコンボ（Ta－Kombo）声場とコミッショ．ン（Com躯ssエon）

暢、髄輸送の賄地で嫡PKンラィ・レ（PK－M丘｝・・）・駅と．　PV駅そして酬

輸送め集荷地であるヨロ．（Yoro）市場め5つである。．r見して明らかなように、ヵ・

なりの遠蹴からも大壷キ・・サバ製品力§ブラザグ砂畑荷されでおり冷鋪’

量の紬縞φ3がトラ・クによる砂姉閉1・

　トラヅクによるキセッサバ製品買い付けの実態についてもう少し詳述しよう。，

キャッサバ流通に関わる商人たちは、．そめ活動内容から4つのカテゴリーに大別でき

る6．第1に、． gラックを自ら所有し、買い付けも自ら行う商人である。彼らは1σ数ト．

ン積みのドラックを駆って農村に赴き大量のキャッサバ製品を買い付ける．。これはブ．

ラザヴ・）・ρ〕ら北面買附け・r向かう者に多く・買い付け・キ・・サ・縣も嘩

んξ喘合セク・・ダであう・柳に、トラ・．クを難し・庫ら買附噛テラ剛．

．聯・働様式・第・・タイ．プ∂ま朗じ燃賃騨支払うこ・と．・みカ§異な・．

．ひう・罪料水卸高く・獅できる干U潤は第1？商人と比べると畑こ低くなる・

やはり北部叩か猪に多い力乳その人数と取引量は第1の糎ゴリーρ商人に堺．

ると少ない。第3に、トラックを所有も賃借もせず、運賃を払って・トラ．ックに乗り込

み・買い付けを行う商人である。彼らが扱うキャッサバ製品の量は僅かで・獲得利潤

　2の本節の内容は基本的に武内進一（1996）．および武内進二（1997）に依拠している。’　　　　　・

　28）調査において、鉄道による出荷量は全ての出荷貨物申請票に記載されたキャッサバ製品の　．

　　重量を合計して求めた。トラックおよび船による出荷量は、毎月1週間ずつ、市場に到着す

　　る全てのトラックと船に対して積載するキャッサバ製品の量を聞き取り、その合計値を算出
　　した。第．4図のグラフはこの調査で得られた出荷量をそ．のまま．示している。従って、トラッ

　　クと船による期間中の総出荷量は、おおむねその52／12倍（年間52週のうち12週調査）と考．

　　えられる。
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　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　JCAS連携研究成果報告1

　．も小さいδ農民が自分の畑でとれたキャ．ッサバの加工品をブラザヴィルまで直接販売

に行割合も、このカテゴリーに含まれる肥えてよし・・そして第4に・キ・・サバ

製品の買い付け師わず・トラ・クによる運輸業に特化穿る者である・プール少卜膿

村でキやサバ製品を買い付けるトラ・クは・｝まとんどの場合附着のみをそ子い・ド

　ラック所有者がキャッサバ製品を直接買い付けることは少ない29｝。

．｝　．ト．ラックを実際に運転して農村に向かうのは、第．1、．第2、第4のタイプの商入で

　あるが、いずれの場合も特徴的なのは、商人ごとに「なわばり」のようなものが存在

　し、特定の商人は特定の農村地域に出入りするζとである30）。とりわけ取扱高におい　、

．璽要な第ユ・．．第4鋤テブ唄ホζの即蝉く・．趨的．（特卸曜月鯛．聯．

卸農村を訪れる課村恥．ら見れ｝ま鑓？畑に決ま・々トラ．7クがや・てくる

　わけであり、その日にあわせて市場向けのキャッサバ製品を用意すればよい。都市と

　．農村と．を結ぶトラックの往来はそれほど多くはな匝が．．訪問日を特定することで不確

難を砂させ・蹄を欄的熔易仁・しているのである・1こうしたトラ・ク流通φ．

　ネットワークは、ブラザヴィルの巨大な食糧需要忙対応する形でコ．ンブ農村に広く張．

　りめ．ぐらされ、，食糧作物の商品化を急速に進展させている。

　　次に、之の状況を農村の側から見てみよう。筆者が調査したB村は、ブラザヴィル

から北晦・・㎞9マテ．（磁・・シ！．≒呼ばれる地域に位置する』々チは現在・ブラザヴィ．

ル剛キ・．・サ・畢品踊地やして重要な役割を担・ている・ブ・ザヴ・ル・こはト

．・胃クによ・て艶物軸荷され・・つの炉な卸姉郷あるが・そのうち・．1．つ

．℃ある耳．ミッション市場において、マチから■出荷されるキャッサバ製品は総出荷量の

　17％に及び、フ．7に限れば50％に達する。

　　マチにおいてキャ．ッサバ生産が始まったのはわずか20年あまり前のことに過ぎない。

　こめ地域には璋年までほ．とんど居住者がヒ、なかったが・一ここ20年程度の問ドブラザ

　ヴィル居住者の移住が進み、彼らが隣国コンゴ民主共和国（ザイール）3’）からの出稼

ぎを麟労即とPて利用するこμrゆキ・・サバ日脚隠せたりである・マ

チには・多くのザイール人出稼ぎ卸抱える村蝋在する柵騨⑳中でも・と

も大き鮒の一つである・1993年10月当時の人口347人のう『ち約3分の2カ§ザイール．．

ρ人で、彼らの多くが短期の出稼ぎ労働者である。土地利用権を持つ者たち（ほとんど

　　¢9）詳しくは、武内進一（ユ998）・を参照のこと。

　　30）第3のカテゴリーの商人も、特定のトラックに乗って決まった村に行き、ぐこでキャッサ
　　　バ製品を問い付けることが一般的である。
31
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・がコンゴ人）はこれらザイール人出　　第3表：ブラザヴィルの人口推移と都市面積

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人口　　　都市面積
　稼ぎ労働者を雇用し、市場向けの　　　　　年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）　　　　（ha）．

　キャッサバを生産している。キヤヅ　　　　1901　　4，250

・バの流通形態に・先述・た…．　器翻，

・シクワング・フフ・ピケデイの3つが．　illl器1

　あ．るが、マチでは市場に出荷される．　　　1950　　76，000　　1，800

商品形態とし・．はフワ鱗…’　llll　l翻器
サバ）のみが選択されている諺｝。　　　　　1960．　99；000

・チ・多似が入臥やや．．．　飛駅811．．

サバ生産に従事するようになった背　　　　19盟　　299，000　　6，500

景に・・．．・・ザ・・ルの加増大・．器1灘堺

・ラ・クによ鞭網・蝉・う．　｝1器ll；：lll

　要因があるqブラザヴィルの人口推
　　　　　　　　　　　　　　　　　　出所二1g84年までは、　A．　Guichaoua，　Dθ5f幡鰐∫＆～！∫θf

、．
ﾚを第3表に示すd独立場降に急速　　　ρ・駒螂α8r伽εε’！四四8cθπf剛畠丁・肥2’加

・人・雛・て・…がわか・．膿錨鵜讐麟臨
　これにより都市若年層の失業問題が　．　、　ユ998年は・R6ρ・bllque　P・かula」re　du　C・ng・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ministらre．　du．Pian　et　de　rEcgnomie，　Centre．
．深刻化し、政府がその対応策の幽ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nadonai　・de　’la　　S籔t量s亡ique　　e亡　．¢es．・E亡ロdes

　として農村への入植計薗を打ち出し、　　Egonomiques・A”πF伽3fα「ξ吻昭エ988・P’ア’

たこどは先述したとおり．である蹴。他方｛都市人口の急増は都市に拓ける食糧需要を

繍・琳させた・これは濃四丁1三見斌曄物姉雛会が大きく広カミ・た・

ことを意味する。ブラザヴィル住民の主食であるキャッサバはこの地域の伝統的な食

程であ駄農民にと9でその生産拡大は一己的に困離ではを炉つた。．さ臼に・．．先｝『述「

べたトラッ”流通網の整備が販売面のボトルネックを解消し々6調査当時13村には、．．

毎週宋曜と金曜に確実にブラザヴィ）ヒから．トラッタがやつ．てきて、農産物の零売が可．

能．に憎ていた鋤・・の村に母も早嚇期に催した村人！・蜘ま・彼がマチに入植．

した当初（1970年代末）、ブラザヴィルからトラックがやって来るゐ慮月に1回程度

32）、シクワングは自給用に作られているだけである。シクワング生産には大量の水と女性の熟
　練技術が必要だからである。マチは台地にあり、大量の水を得ることが難しい。生産に水を．

　．必要とせず、またその作業工程も単純なフフは出稼ぎ者（単純労働力）を利用するのに適レ
　　ている。また、フフはビ．ケディよりは付加価値が高いという長所も持つ。

33）農村への入植計画がことごとく失敗したことは第1節で述べたとおりである6マチに対し噛
　　ては都市住民の入植が進んだわけであるが、．筆者の聞き取りによれば、B村ぺの入植に際し

　　て政府による計画を考慮してやってきた者は一人としていなかった。全員が、ゴ入植は自分の

　意志ぞ決めたと回答した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．119
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JCAS連携研究成果報告1

セあったという。入植者数の増大、すなわちキャッサバ生産量の増大に平行し．て、マ

チ．ﾉやってくる与ラヅク（？激も増えたのである。マチには70年代までほとんど住民が

いなかったから、土地は豊富であり、ザイール人出稼ぎ労働者を利用した粗放的農法

によってキャッサバ生産の急速な生産が可能になった35｝。

　さて、このように傘糧作物の商品化が進展するなかで、伝統的三会秩序あ中核を成

す土地制度は何らかの変化脅被ったであろうか。．結論を言えば、み植者増大と農業生

産の拡大ζいう外的琴｛ヒに土地制騨柔軟に対応した眠その根幹紛嘆イヒはな

カ｝つた。マチに入植し．たのは部族で言えばバラリ（Balari）の人々が中心であり、バ

．ラリの伝緯的土地制度は基本的に先述したメンディのそれと．同．じであ多．。．すなわち、．

りネッジのチーフなどが土地の分配権を有し、土地は村やりネッジの範囲内で配分さ

れる。B村は移住者によって構成きれており、リネッジが村あ明確な構成単位となっ

て》・ないために、リネッジチーフと言うよりも村に最初た入植したいわゆる「草分け」

が村長の座についている。ただし、彼が原貝舶勺に村の土地の配分権を持つこと、土地

の配分を受けるには村落共同体の成員であると認知されねばならないこ．と、土地を配

分された村人は作付けに関する指示は受けないものの、土地を自由に処分はで．きない．

こと等、．・いわゆる伝統的土地制度の基本的性格を有している。

　B村の土地制度にお）｝て特徴的な．の信土地保有を認められている社会的範囲が広い

こ≒．である。．一般にアフリカ社会では、共同体の成員外に土地が与えうれることはな

いと言われている。しかしB村でぽ、バラリ以外のコンゴ人はも．とより、」部のザ

．イール出身者も土地保有を認められ、やはり出稼ぎ労働者を利用．してキャヅサバ生産

に従事してい．る．。この事実ほどのように解釈すべぎだろうか。筆者は、確かにB村

における土地分配対象者の範瞬設定は柔軟であるが、それはやは．りバラ．リ．の伝統的土1

地制度の論理の枠内にあるど考え．る。例えば1．．．土地配分の責任者である村長にバ．ヲ

リ以外の部族のコンゴ木が羅ばれる可能轡ま考えに．くく、またザイール人が得た土地

保有権はコンゴ人のそれに比べて明らかに脆弱である。土地配分対象範疇の柔軟性は

あくまでも土地余剰下における対応であって、．状況次第でこの範躊’も順化するあ〕。す

　34）このトラ．ッ．クは輸送専門であり、トラックの所有者．がフフを買い付けることはない。しか

　　し、トラ1ックには決まった小規模商人が乗り込んでいて村でフフを買い付けるし等農民がこ

　・れに乗って自分でフフをブラザヴィルまで販売に行くこともできる。
　35）ザイ戸ル人出稼ぎ労働者は、その賃金水準がコンゴ人に比べて低レ・という特徴がある。こ
　　れは両国の通貨の差異による。コンゴの通貨CFAフランがフランスフ：ランとリンクしてお

　　り、その価値が相対的に安定しているのに対して、独自通貨（ザイール）を持つザイールは、

　　近年の混乱もあってその価値が下落の一途を辿っている。そのためザイール人の問でCFA

　　フランに対する需要は木さく、ザイールとの国境に近いマチに！ま多くの短期出稼ぎがやって

　　くる。
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武内　　コンゴの農村開発　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　．　．

・なわち・綿体の中枢細が土地四通を担うとい悔統的土地制度の根幹1ま変化レて

いない。

　伝統的土地制度変容のメルクマールとしてしばしば土地売買の有無が議論．される。

いわ磯伝微跨では土地は跣の所有物あり・それ緯嘩・と黒本的に

あり得ないから、土地の売買が頻繁に生じていれば伝統的土地制度に重要な変容が生

じていると推測できる。B村での調査では、土地売買の経験を持つ村人が数名いた。

しかしこれをもって、伝統的土地制度が崩壊したと結論づけることは早計に過ぎるだ

ろう。なぜをら＼取り引きの相手は向じ村人であり．、また地価はそこに爺培されてい．

．．

^作駒．（多q好やサバ）．．ρ三三三差妙雌飾る．ζζ項〕三都．ζ

れは土地め取り引きという．よりも農作物の取り引きと見なすべきだかちである．。この

地域では・脚による粗放的膿法力§行われて籾・．．近年の急速なキ・・サバ生一

二犬も単収増ではなく耕地の外延的拡大によるものであった。こうした特定の地片へ

の労鰍下水準が低い状況では濃産物蛯量嘩大が地下昇・結び？かず・土地

が投資の対象となる誘因も乏しいζ考えられる。

本節瑚らかにな・たゴ・ゴに捌碓村社会嘩質をまとめれば・．都市人・の急〕

速な増加と流通網の整備を誘肉とする農産物の商号化は急速に進んではいるが、農産

物生産拡大は撒膿法に依拠した耕地の外延的拡大によるも9であり’ド・そのため．

伝統的社会関係の根幹を成す土地制度に基本的な変化はない、という蔦とになる。こ

のようにコンゴにおける農村変容は準行的に進展しており、農民も市場機会に敏感に

反応する側面と伝統的土地制度に規定される側面とを同時に持つのである。

結びにかえて．

公民奉仕活動や・賑の事例が示すよ誓，コンゴの剛胆はもと．も濃即こ文寸

する政策’と言うより都市の若年失業者に対する政策として開始された。これらの政策

．36）近年B村で1ま、移住者の増大にともなって、相対的に土地不足状態が出現しつつある。

　そうした状況下、かつて土地保有を認められたザイール人たちへめ社会的圧力が高まつ．てい
　る。その一つの動きは、ザイール人に対する地代請求である。B村の中心はバラリであるが、「

　この村が位置する地域はもともと部族で言えばバテケ（Ba嫁e）の土地であった。そのため、

　初期の入植者はバテケの「地主」に対して地代を支払っていた。これはその当時村にあった

　GPを単位として支払われ、2つのGPがそれぞれ1万5，000フランと1万1，000フランを負．
　恥したが、数年後に彼らは支払いを拒否し、それ以降は何も支払っていない。．ごく最近になつ、

　．て、村長らはこの事実を持ち出してザイール．人に対．し自分たちに2万6，000フランの地代を

　支払うよう要求し始めた。また、以前は認められた土地保有を認められなくなったザイール

講黛撫三三在化してくると・村落共同体の周回鱒への権利を．

121．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JCAS連携研究成果報告1

　　　はそもそも農村祉会への関心を欠い．たまま立案され、所期の目的をほと．んど達成する

』’ @　ζとができなかった。一方、小農を主たる政策対象として立案されたPDRの執行に

　　　あたり問題となっためは、流通制度の不備と伝統的社会秩序の樫桔という問題であっ

　　　た。農産物の販売に関しては経済合理的選択を行い、．土地制度については従来の枠組

　　　みに従うというプール州の農民と農村社会をいかに理解すべきであろうか。また、そ

　　　のような社会における農村開癸に際して何を考慮すべきなのだろうか。最後にとの点

　　　について考えてみたい。　　　　　　　1　　　　　　　　』

　　　　PDRの経験や筆者め調査が明らかにしているように、プール州の農村社会には土

　　　地制度に代表される共同体原理が強固に存在している。共同体そのものは血縁や地縁

　　　により編成されるが、』．それが土地すなわち生産手段の分配に強い決寧権を持ち、した

　　　がって農村社会における意思決定に影響を及ぼす。リネッジや村落のチーフは、，土地

　　　珊・類的な影回を行使する・すなわち生軒段の頒を統制すること1・よって・

　　　．農村社会にお．ける権力を担うことになる。　　．　　　　・　　　　　．　　・

　　　　．．こうした共同体原理り卓越を可能としているのは、相対的な土地余剰状態と生存維

　　　持経済の存在である371。第1節で述べたように、．ニンゴの農村における人口密度な低

　　　く、土地は相対的な余剰状態にある。仮に村落の周りの‡地は不足して煽ても．、．巨視

　　　的に見れば村落そのものを移動する余地が十分に存在するのである。B村が形成、拡

　　　大・て・呼過程はまさにそ・事実を立証・て蒔こうし鰍況では撒白勺農法に，

　　　依存する馳が強く（あるいは坤の靹噸嘘用へのイ・セ・ティヴ砂なく）・土

　　　地の醍！ヒ牲．じにくい・さらに主たる華物であるキヤ・サバは・改採種も導入

　　　曾爾らず敵産に際し哩料膿漏など投入財の利用はほとんど必要ない・畢．

　　　食糧皆牲即ためめ紅鱒雌村翁で車馬に聯可鱗の飾るρレたがって・．

　’　農村社会は基本的な部黛で外部経済に催存することな．く再生産でき、こ．れが共同体原

　　　理が機能するうえでの経済的基盤を成しているb　、

　　　　こうした共同体原運や生存維持軽済の存在のう叙「、コンゴ農村（特にプール州）

　　　では心落物の商早化炉急速に進展している。特に基礎食糧であるキャ．ッサバρ市場向

　　　唯獣ブザヴ・ルの畑増木1耳対応して騨に拡大しでいる・この事実は濃

　　　民個人の行動としては市場機会に厚播期つ合理的に対応することを意味していや。こ、

　　　れ1チよ・て夕なからぬ現金膿村へ輪坐レて即糊在までのとrろ・離物の商

　　　　37）こ．こで生存維持経済とは、一定地域内で基本的な再生産が可能であるような経済構造を指

　　　　　す。村落レベルのアウタ～レキ」｝まどの厳密な自給自足でなくとも、一定地域内の交易を通じ

　　　　　環鍵無響瀦霧白藩鴛およびぞ嘩に必要な投入財を外部に依存し

　　　122’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂
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武内　コンゴの農村開発　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　．　　’

品化は鐸村に顕著な階層分化を引き起ζしたり、生存維持経済を蚕食する方向には作

用していない。その大きな理由は、農産物の販売によって流入した資金が農業部門に

再投資されず、個人的な消費に利用されたり、都市サービス部門に投資されているか

らであろう路）。

　コンゴの農民の行動は、農産物の取り引きに関する限り経済合理的なものである。

しかし、．それは市場で取．閨D引きされる商品をめぐる行動に関．してであって、土地を始

あ商品化されていない資源は多く、それらに関しては共同体原理に基づく行動規範の、

規制グ強ζ働いている。共同体原理とは、単純化して言えば～個木g）突出した冨裕化

を許さないという意味での平等原理であるから、現在のコンゴ農村社会には個人レベ

ルの経済合理性と集団としての幸等原理とが同居していると言える39，。

　最後に、．農村開発との関連について言えば、上記の農村社会の特質から、農村開発

に関する2つの常識的な結論が導けるだろう．。第1に、経済合理性を欠く農村開発政

策は失敗するであろうとセ・う≧とであ．る。農民は技術面、制度面の条件が整えば、．市

場機会に迅速に反応する。PDRにおいて農民が疏菜を避．けてピケディ生産にシフト

したことは当然の結果であった。、第2．に、既存の社会秩序に急灘な変革を迫る農村闘

発もまた失敗するであろ、うと．いうことであるp．土地分配が共同体原理．に従っ．て行われ、

それが権力構造の中核を成すとすれば、それに対する侵害は村落内権力層から強い抵

抗を受けることになる。　．　　．　　　．　　　　　．

’本稿では、農村開発への社会の対応を手がかりとして、コ1・ゴのプ7ル州農村社会

の特質を抽象化し、．より一般的な枠組みに位置づけて理解しぶうと試みた。農村開発

が一つ（ρ実践である以上、その成勢の条件は実践の場ご≒に異なると言えるかも知れ

偽．し捗腺繊曜会経済蘭質をあ碓脚部ヒ瀕細して識するこ
．とは、そうした成功の条件を模索するうえで必要不可欠の作業だと考える6．

38）例えばB村’さは、フフの販売によって得た資金は、建築資材（トタン、セメント、木材）

　の購入にあてられたり、ブラザヴィル市内で経営するバーの運転資金に利用されていた。都
　市サービス部門での事業と農村部のキャッサバ販売がリン・クして富農が誕生し、土地を集積

　するごとも論理的．にはあり得るのだろうが、B村’で見る限りそうした事態は隼じていない。

　ただ・し、B村の近くには、トラック所有者が運輸業によって稼いだ資金によって大規模な土

　地を囲い込み、トラクターを導入し、ザイール人出稼ぎ労働者を雇用してキャッサバ生産を
　展開しているところがある。土地集積は農村内階層分解に．よってではなく、農業部門外で獲

　得した資金投入にタって生・じている。

39＞これら2つの相異なる論理の存在によつで生まれる軋礫を処理し、集団としての共同体原

　理を維持する機能を果たしているのが呪術である。本稿ではこの点について触れる余裕がな

　いが、コン．ゴ農村社会における呪術の役割を論じたD画eux（19＄7＞，．．5～7章を参照された・

　い。近年ではアフリカにおける呪術の政治経済的役割を論じたGeschiere　q995）（工997）が注

　目を集めるなど、この問題への関心が高まっている。
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